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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
活
動
に
際
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
、
多
く
の
地
域
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

本
会
で
は
、
第
1
0
5
回
評
議
員
会
に
お
い
て
「
代
替
税
財
源
な
き
車
体
課
税
の
減
税
要
求
に
対
し

て
自
動
車
税
の
根
幹
堅
持
等
」「
地
方
創
生
・
地
方
分
権
改
革
の
推
進
及
び
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
」

「
地
震
、
集
中
豪
雨
な
ど
頻
発
・
激
甚
化
す
る
大
規
模
災
害
等
に
対
応
す
る
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実

強
化
」
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
」
な
ど
を
決
議
し
、
強
力
に
要
望
し
て
参
り
ま
し
た
。

31
年
度
税
制
改
正
で
は
、
代
替
税
財
源
な
き
車
体
課
税
の
減
税
要
求
に
対
し
て
自
動
車
税
の
根
幹
堅

持
や
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
の
確
実
な
実
施
を
求
め
た
結
果
、
12
月
14
日
決
定
の
与
党

税
制
改
正
大
綱
で
は
、
自
動
車
税
の
税
率
は
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
地
方
税
減
収
分
は
、
エ
コ
カ
ー

減
税
の
見
直
し
や
国
税
か
ら
地
方
税
へ
の
税
源
移
譲
で
、
代
替
税
財
源
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
18
日
決
着
の
31
年
度
地
方
財
政
対
策
で
は
、
一
般
財
源
総
額
は
前
年
度
を
0
・
6
兆
円
上
回
る

62
・
7
兆
円
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
を
0
・
2
兆
円
上
回
る
16
・
2
兆
円
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
問
題
で
は
、
第
94
回
定
期
総
会
に
お
い
て
「
地
方
議
会
議
員
の
な

り
手
の
確
保
に
関
す
る
決
議
」
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

自
然
災
害
対
策
で
は
、
被
災
地
域
を
視
察
し
、
復
旧
・
復
興
へ
の
配
慮
を
要
望
書
に
反
映
し
て
参
り

ま
し
た
。
31
年
度
予
算
案
で
は
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対
策
に
基
づ
く

事
業
に
対
し
、
1
・
2
兆
円
が
地
方
財
政
計
画
に
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
で
は
、
被
災
地
へ
の
さ
ら
な
る
施
策
の
充
実
強
化
を
強
く

要
望
し
て
参
り
ま
す
。

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加
入
で
は
、
政
府
・
与
党
に
要
請
活
動
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、

関
連
法
案
の
提
出
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
3
4
2
市
区
議
会
か
ら
厚
生
年
金
へ
の
加
入

を
求
め
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
議
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
事
情
が
あ
る
か
と
拝
察
い
た

し
ま
す
が
、
関
連
法
案
の
早
期
提
出
・
成
立
に
は
、
よ
り
多
く
の
意
見
書
の
提
出
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
改
め
て
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
市
議
会
お
よ
び
議
員
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
、

関
連
法
案
の
早
期
成
立
に
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
各
都
市
、
各
市
議
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
の
10
月
、
総
務
大
臣
・
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
担
当
）
の
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
。所
掌
範
囲
も
広
く
、国

民
生
活
に
密
着
し
た
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
国
民
の
皆
様
の

ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
懸
命
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
の
皆
様
が
、
平
成
31
年
度

も
安
心
し
て
行
政
運
営
が
で
き
る

よ
う
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
末
決
定

し
た
地
方
財
政
対
策
、
税
制
改
正

に
お
い
て
、
非
常
に
い
い
形
の
も

の
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
国
会
で
の
予
算
案
の
す
み

や
か
な
審
議
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
地
方
財
政
対
策

に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
総
額
の

確
保
、
と
り
わ
け
地
方
交
付
税
総

額
の
確
保
の
ほ
か
、
幼
児
教
育
の

無
償
化
や
防
災
・
減
災
対
策
な
ど

の
課
題
へ
の
対
応
が
最
大
の
課
題

で
あ
り
ま
し
た
。

一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
し
っ
か
り
と
確
保
す
る
と
と

も
に
、
地
方
団
体
の
強
い
要
請
で

も
あ
る
地
方
交
付
税
の
増
額
に
意

を
用
い
た
結
果
、
地
方
税
が
増
収

と
な
る
中
で
、
地
方
交
付
税
を
7

年
ぶ
り
に
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
、

16
・
2
兆
円
程
度
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、臨
時
財

政
対
策
債
に
つ
い
て
も
平
成
30
年

度
比
0
・
7
兆
円
減
と
大
幅
に
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
そ
の
負
担
の
在
り
方
に
つ
い

て
、地
方
団
体
と
協
議
を
重
ね
、決

着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来

年
度
は
、
臨
時
交
付
金
を
創
設
し
、

全
額
国
費
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と

と
し
て
お
り
、そ
の
後
も
、無
償
化

に
係
る
地
方
負
担
に
つ
い
て
、
地

方
財
政
計
画
に
全
額
計
上
す
る
等
、

地
方
団
体
が
幼
児
教
育
の
無
償
化

に
係
る
事
務
を
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
適
切
に
対
処
し
ま
す
。

平
成
31
年
度
税
制
改
正
に
お
い

て
は
、
地
域
間
の
財
政
力
格
差
の

拡
大
、
経
済
社
会
構
造
の
変
化
等

を
踏
ま
え
、
都
市
と
地
方
が
支
え

合
い
、
共
に
持
続
可
能
な
形
で
発

展
す
る
た
め
、
地
方
法
人
課
税
に

お
け
る
新
た
な
偏
在
是
正
措
置
と

し
て
、
特
別
法
人
事
業
税（
仮
称
）

及
び
特
別
法
人
事
業
譲
与
税（
仮

称
）を
創
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。車

体
課
税
に
つ
い
て
は
、
消
費

税
率
の
引
上
げ
に
あ
わ
せ
、
自
動

車
の
保
有
に
係
る
税
負
担
を
恒
久

的
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
軽
減
等

を
図
る
と
と
も
に
、
消
費
税
率
引

上
げ
に
際
し
て
の
需
要
変
動
の
平

準
化
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ら
の
措
置
に

つ
い
て
は
、
減
収
に
見
合
っ
た
地

方
税
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
数
年
来
議
論
さ
れ
て

き
た「
車
体
課
税
の
見
直
し
」に
つ

い
て
、
最
終
的
な
結
論
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、
制
度
の
健
全
な
発
展
に
資

す
る
よ
う
、
制
度
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
本
年
は
、
統
一
地
方

選
挙
と
参
議
院
議
員
選
挙
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
各
選
挙
管
理
委
員
会

と
連
携
し
て
、
選
挙
の
管
理
執
行

に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
有
権

者
の
積
極
的
な
投
票
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。

皆
様
の
今
年
の
ご
健
勝
・
ご
多

幸
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
執
行

機
関
と
車
の
両
輪
と
な
っ
て
地

方
創
生
を
進
め
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

皆
様
の
御
尽
力
に
よ
り
、
若

者
の
雇
用
の
増
加
や
女
性
の
就

業
率
の
向
上
等
、
一
定
の
成
果

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。し

か
し
、
我
が
国
の
総
人
口

は
、
2
0
0
8
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
が
続
い
て
お
り
、
出
生
数

も
2
0
1
6
年
か
ら
2
0
1
8

年
ま
で
3
年
連
続
で
1
0
0
万

人
を
割
り
込
む
見
込
み
と
な
っ

て
お
り
、
東
京
圏
へ
は
依
然
と

し
て
人
口
流
入
が
続
い
て
い
ま

す
。そ

の
一
方
、
最
近
で
は
若
者

を
中
心
に
地
方
移
住
へ
の
関
心

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
等
明
る
い

兆
し
も
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

政
府
と
し
て
は
、
支
援
策
の
充

実
を
進
め
て
お
り
、例
え
ば
、東

京
圏
か
ら
地
方
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン
に
よ
る
起
業
・
就
業
者
の

創
出
を
行
う
た
め
、
来
年
度
早

々
に
新
た
な
財
政
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
創
生
推
進
交
付

金
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
、
両
者
の
併
用
を
可
能

と
し
、
そ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

と
し
て
一
定
の
場
合
に
事
業
期

間
の
延
長
を
認
め
る
等
、
徹
底

し
た
運
用
改
善
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
第
4
次
産
業
革
命

を
体
現
す
る
最
先
端
都
市
「
ス

ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」
構
想
の
実
現

に
向
け
有
識
者
懇
談
会
を
開
催

し
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

昨
年
末
に
は
、
こ
れ
ら
を
盛

り
込
ん
だ
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
2
0
1
8

改
訂
版
」
を
閣
議
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
の
総
合
戦
略
の

改
訂
で
は
、特
に
、若
者
等
が
夢

や
希
望
を
抱
い
て
地
方
へ
移
住

す
る
動
き
を
加
速
さ
せ
る
と
と

も
に
、
女
性
や
高
齢
者
等
の
活

躍
や
外
国
人
材
の
受
入
れ
等
を

推
進
す
る
た
め
、
「
ひ
と
」
と

「
し
ご
と
」
に
焦
点
を
当
て
た

「
わ
く
わ
く
地
方
生
活
実
現
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
着
実
な
実

行
や
、
中
枢
中
核
都
市
の
機
能

強
化
等
の「
ま
ち
」に
焦
点
を
当

て
た
地
方
の
魅
力
を
高
め
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
等
を
盛
り
込

ん
で
お
り
ま
す
。

来
年
度
、平
成
31
年
度
は
、第

1
期「
総
合
戦
略
」の
最
終
年
で

あ
り
、
地
方
創
生
の
実
現
に
と

っ
て
極
め
て
重
要
な
1
年
と
な

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
地

方
創
生
の
取
組
の
成
果
や
課
題

を
今
一
度
調
査
・
分
析
し
、
第

1
期
の
総
仕
上
げ
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
2
0
2
0
年
度
以
降

の
更
な
る
展
開
に
向
け
、
次
の

ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
総
合
戦
略

の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、

政
府
一
丸
と
な
っ
て
、
地
方
創

生
の
一
層
の
加
速
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

意
欲
的
に
地
方
創
生
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
地
方
の
皆
様
を
、
情

報
、
人
材
、
財
政
の「
地
方
創
生

版
・
三
本
の
矢
」
に
よ
り
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
理
か
ら
は
、
大
臣
就
任
時

に
「
次
元
の
異
な
る
大
胆
な
地

方
創
生
政
策
」
の
実
行
を
指
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
方

創
生
の
更
な
る
充
実
・
強
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
方
創
生
の
主
役
は
地
方
で

あ
り
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜

り
つ
つ
、
地
方
を
元
気
に
す
る

た
め
に
邁
進
す
る
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年年
頭頭
所所
感感

年年
頭頭
所所
感感

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
担
当
大
臣

総
務
大
臣

石
田
真
敏

片
山
さ
つ
き

第2071・2号 平成31年1月15日 （2）全国市 議 会 旬 報



第
32
次
地
方
制
度
調
査
会

（
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機

関
、
会
長
�
市
川
晃
住
友
林

業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
）
の
第
2
回
総
会
が
30
年

12
月
18
日
、
開
か
れ
た
。

山
田
一
仁
会
長
（
札
幌
市

議
会
議
長
）
が
委
員
と
し
て

出
席
し
、
「
圏
域
」
と
い
う

新
概
念
の
提
起
よ
り
、
広
域

連
携
が
必
要
な
分
野
や
、
何

を
市
町
村
に
残
す
べ
き
か
の

整
理
が
先
決
―
と
発
言
。
そ

の
上
で
、
連
携
の
内
容
や
地

域
的
な
範
囲
、
手
法
な
ど
の

決
定
は
市
町
村
の
自
主
的
な

判
断
に
委
ね
る
べ
き
と
述
べ

た
。会

議
冒
頭
、
市
川
会
長
が

「
7
月
の
第
1
回
総
会
以
降
、

専
門
小
委
員
会
で
ヒ
ア
リ
ン

グ
や
有
識
者
委
員
に
よ
る
議

論
を
行
っ
て
き
た
。
今
総
会

で
は
、
今
後
の
審
議
に
つ
い

て
決
定
い
た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
。
石
田
真
敏
総
務
大
臣

か
ら
は
「
現
在
、
日
本
は
大

き
な
変
わ
り
目
に
差
し
掛
か

っ
て
い
る
。
東
京
一
極
集
中

に
よ
る
リ
ス
ク
や
地
方
の
疲

弊
が
限
界
に
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
ど
の
よ
う
に
し
て

築
い
て
い
く
か
が
今
後
の
大

き
な
課
題
」
な
ど
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

山
田
会
長
は
「
行
政
を
自

主
的
・
総
合
的
に
実
施
す
る

主
体
と
し
て
の
市
町
村
の
既

得
権
能
は
、
制
度
的
に
維
持

す
べ
き
で
、
実
施
団
体
に
対

す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
保
す

べ
き
だ
」
と
発
言
。
広
域
連

携
の
模
索
を
強
調
し
た
上
で
、

「
政
策
ご
と
に
連
携
範
囲
が

広
狭
さ
ま
ざ
ま
、
伸
縮
自
在

で
あ
っ
て
よ
い
」
と
述
べ
た
。

小
山
市
や
秩
父
市
な
ど
定

住
自
立
圏
や
単
独
自
治
体
で

の
多
様
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
訪
問
し
調
査
し
た
こ
と

を
紹
介
。
「
短
時
間
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
は
掴
み
切

れ
な
い
。
定
住
自
立
圏
・
連

携
中
枢
都
市
圏
構
想
な
ど
の

現
場
の
実
態
を
十
分
に
踏
ま

え
た
検
証
を
行
う
べ
き
と
強

く
感
じ
た
。
両
構
想
か
ら
外

れ
た
地
域
の
諸
問
題
も
議
論

す
べ
き
だ
」
と
発
言
し
た
。

同
調
査
会
の
諮
問
事
項
は

「
人
口
減
少
が
深
刻
化
し
高

齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
2
0
4
0
年
頃
か
ら
逆
算

し
顕
在
化
す
る
諸
課
題
に
対

応
す
る
観
点
か
ら
、
圏
域
に

お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
協

力
関
係
、
公
・
共
・
私
の
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
そ
の
他
の
必

要
な
地
方
行
政
体
制
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
調
査
審
議
を

求
め
る
」
。

山
田
一
仁
会
長
（
札
幌
市

議
会
議
長
）
は
、
30
年
12
月

17
日
、
総
務
省
で
開
か
れ
た

総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
会

合
に
出
席
。
31
年
度
与
党
税

制
改
正
大
綱
に
記
述
さ
れ
て

い
る
、
中
長
期
的
視
点
に
立

っ
た
自
動
車

関
係
諸
税
の

検
討
に
関
し

「
車
体
課
税

に
つ
い
て
最

終
的
な
結
論

を
得
た
事
実

を
踏
ま
え
、

地
方
税
源
の

減
収
が
な
い

よ
う
慎
重
に

進
め
て
も
ら

い
た
い
」
と

要
望
し
た
。

平
準
化
対

策
の
た
め
の

環
境
性
能
割
の
臨
時
的
減
税

に
つ
い
て
は
、
期
限
通
り
1

年
で
廃
止
す
る
よ
う
求
め
た
。

社
会
保
障
と
税
に
つ
い
て

は
、
2
0
2
5
年
に
団
塊
世

代
が
全
て
75
歳
以
上
に
な
り
、

後
期
高
齢
者
が
急
増
す
る
こ

と
に
触
れ
、
「
少
子
高
齢
化

の
諸
問
題
に
、
緊
急
か
つ
本

格
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
31
年
10
月
の
消

費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ

を
確
実
に
実
施
し
た
上
で
、

国
・
地
方
を
通
じ
た
国
民
の

受
益
と
負
担
の
関
係
を
明
確

に
す
る
た
め
、
改
め
て
、
社

会
保
障
と
税
の
在
り
方
に
つ

い
て
早
急
な
議
論
を
お
願
い

し
た
い
」
と
要
望
。

法
人
関
係
税
の
偏
在
是
正

に
つ
い
て
は
、
従
業
員
を
減

ら
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
替
す

る
な
ど
の
産
業
構
造
の
変
化

を
踏
ま
え
、
従
業
員
数
に
よ

っ
て
課
税
を
分
割
す
る
法
人

住
民
税
の
基
準
に
つ
い
て
見

直
し
を
求
め
た
。

消
費
税
率
引
き
上
げ
後
の

地
方
消
費
税
の
在
り
方
の
総

合
的
見
直
し
な
ど
も
要
望
し

た
。石

田
真
敏
総
務
大
臣
か
ら

は
「
地
方
の
安
定
的
な
財
政

運
営
に
必
要
な
一
般
財
源
の

総
額
、
地
方
交
付
税
を
確
保

し
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発

行
縮
小
を
目
指
す
。
車
体
課

税
に
つ
い
て
は
、
保
有
課
税

を
減
税
し
た
が
、
エ
コ
カ
ー

減
税
の
見
直
し
や
国
税
か
ら

地
方
税
へ
の
税
源
移
譲
に
よ

り
、
地
方
財
政
に
影
響
を
与

え
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
環

境
性
能
割
は
一
定
期
間
、
1

％
分
軽
減
す
る
が
、
減
収
分

は
全
額
国
費
で
補
塡
す
る
」

な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

発言する山田会長（右から2人目）

連
携
は
市
町
村
の

自
主
的
な
判
断
で

地
制
調
総
会
で
山
田
会
長

総務大臣会合で山田会長

環境性能割の
臨時減税1年限りで

挨拶する石田大臣

発
言
す
る
山
田
会
長

（3） 平成31年1月15日 第2071・2号全国市 議 会 旬 報



本
会
は
、
「
平
成
30
年
度
市
議
会
の
活
動
に
関
す
る
実
態

調
査
結
果
」
を
取
り
ま
と
め
、
30
年
12
月
28
日
付
け
で
全
市

に
発
送
し
た
。
29
年
1
月
1
日
か
ら
同
12
月
31
日
を
対
象
期

間
と
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
回
答
を
求
め
、
回
収
率
は
1
0
0

％
。
調
査
結
果
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

（
那
珂
川
市
は
30
年
10
月
1
日
市
制
施
行
の
た
め
含
ま
な
い
）。

本
紙
で
は
、
調
査
結
果
の

一
部
を
今
号
と
次
号
に
分
け

て
掲
載
す
る
。
本
文
中
の
か

っ
こ
内
の
％
は
、
記
載
が
な

い
限
り
、
調
査
対
象
の
8
1

4
市
区
に
対
す
る
割
合
。
28

年
以
前
の
調
査
結
果
を
含
む

記
述
に
つ
い
て
は
、
全
て
本

紙
調
べ
。

通
年
会
期
制
の
採
用

通
年
会
期
制
を
採
用
し
て

い
る
市
区
は
、
28
年
か
ら
2

市
増
の
31
市
区（
3
・
8
％
）。

定
例
会
を
条
例
で
年
1
回
と

定
め
て
い
る
市
区
は
、
横
須

賀
市
が
増
え
、
22
市
区
と
な

っ
た
。
24
年
の
地
方
自
治
法

改
正
で
追
加
さ
れ
た
、
通
年

会
期
を
採
用
し
て
い
る
市
は
、

四
條
畷
市
が
増
え
、
9
市
と

な
っ
た
。
通
年
会
期
制
を
採

用
し
て
い
る
31
市
区
を
開
会

年
別
、
条
文
別
に
表
①
に
示

し
た
。

休
日
・
夜
間
議
会
の
開
催

休
日
議
会
を
開
催
し
て
い

る
市
は
、
7
市
区
増
7
市
減

で
28
年
と
同
数
の
19
市
（
2

・
3
％
）
。
近
5
年
で
は
、

25
年
19
市
区
、
26
年
17
市
区
、

27
年
19
市
が
開
催
し
て
い
る
。

夜
間
議
会
を
開
催
し
て
い

る
市
は
、
夕
張
・
大

東
・
荒
尾
の
3
市
に
、

津
久
見
市
が
加
わ
り

4
市
と
な
っ
た
。
大

東
市
は
12
年
か
ら
、

夕
張
市
は
23
年
か
ら
、

荒
尾
市
は
27
年
か
ら

毎
年
開
催
し
て
い
る
。

本
会
議
傍
聴
の
際

の
記
入
内
容
・
配

布
資
料

今
回
新
た
に
調
査

し
た
項
目
で
、
本
会

議
傍
聴
の
際
に
氏
名

な
ど
の
記
入
が
必
要

な
の
は
7
2
7
市
区

（
89
・
3
％
）
。
記
入
事
項

は
、氏
名
が
7
2
3
市
区（
記

入
必
要
市
区
の
99
・
4
％
）
、

住
所
が
7
0
5
市
区
（
同
97

・
0
％
）
、
年
齢
が
3
0
0

市
区
（
同
41
・
3
％
）
。
3

事
項
全
て
の
記
入
が
必
要
な

の
は
2
9
7
市
区
（
同
40
・

9
％
）
だ
っ
た
。

本
会
議
の
傍
聴
者
に
対
し

て
資
料
を
配
布
し
て
い
る
の

は
7
9
5
市
区（
97
・
7
％
）。

内
訳
は
、
質
問
内
容
の
資
料

が
7
2
7
市
区
（
資
料
配
布

市
区
の
91
・
4
％
）
、
議
事

日
程
が
6
9
0
市
区
（
同
86

・
8
％
）
、
議
案
（
一
部
の

み
の
場
合
も
含
む
）
が
2
9

4
市
区
（
同
37
・
0
％
）
だ

っ
た
。

個
人
・
代
表
質
問
の
実
施

個
人
質
問
は
28
年
か
ら
1

市
減
の
8
0
3
市
区
（
98
・

6
％
）
が
実
施
。
質
問
時
間

の
制
限
は
、
1
市
増
1
市
減

の
7
9
0
市
区
（
個
人
質
問

実
施
市
区
の
98
・
4
％
）
が

行
っ
て
い
る
。
1
人
当
た
り

の
持
ち
時
間
は
、
31
〜
60
分

以
内
と
し
て
い
る
市
が
最
も

多
く
、
14
市
増
10
市
減
の
4

4
4
市
（
質
問
時
間
制
限
市

区
の
56
・
2
％
）
。
答
弁
時

間
を
質
問
時
間
に
含
む
市
区

は
11
市
増
10
市
減
の
4
6
3

市
区
（
同
58
・
6
％
）
だ
っ

た
。代

表
質
問
は
5
市
増
3
市

減
の
4
0
4
市
区
（
49
・
6

％
）
が
実
施
。
質
問
時
間
の

制
限
は
、
7
市
増
3
市
減
の

3
8
0
市
区
（
代
表
質
問
実

施
市
区
の
94
・
1
％
）
が
行

っ
て
い
る
。
1
人
当
た
り
の

持
ち
時
間
は
、
31
〜
60
分
以

内
が
最
も
多
く
、
10
市
区
増

12
市
減
の
1
2
7
市
区
（
質

問
時
間
制
限
市
区
の
33
・
4

％
）
。
答
弁
時
間
を
質
問
時

間
に
含
む
市
区
は
8
市
増
4

市
減
の
1
7
9
市
区
（
同
47

・
1
％
）
だ
っ
た
。

個
人
、
代
表
質
問
そ
れ
ぞ

れ
の
質
問
の
持
ち
時
間
を
表

②
に
掲
載
し
た
。

一
問
一
答
の
規
定
・
実
施

今
回
新
た
に
一
問
一
答
方

表① 通年会期制を採用している市区（開始年別、条文別）

表② 質問の時間制限

【
5
面
へ
続
く
】

市区数

1市

2市

7市

11市区

6市

2市

2市

31市区

通年会期を採用
している※2

―

―
柏崎市、小松島市、
三好市
常総市、鳥羽市、
福島市

厚木市、久慈市

―

四條畷市

9市

定例会を条例で年1
回と定めている※1
四日市市

壱岐市、豊明市
大阪狭山市、大津市、
根室市、白山市
滝沢市、土佐清水市、
相模原市、大東市、
京都市、文京区
荒川区、金沢市
登米市、青梅市、
枚方市、北上市
あきる野市、守谷市

横須賀市

22市区

年

23年

24年

25年

26年

27年

28年

29年

市区数

その他

120市区
15．2％

―

187市区
49．2％

―

61分以上

45市
5．7％

6．7％

29市
7．6％

15．0％

31～60分

444市
56．2％

66．3％

127市区
33．4％

65．8％

30分以内

181市区
22．9％

27．0％

37市区
9．7％

19．2％

1人当たりの持ち時間

個人質問の時間制限・790市区
790市区に占める割合
「その他」120市区を除いた670市
区に占める割合
代表質問の時間制限・380市区
380市区に占める割合

「その他」187市区を除いた193市
区に占める割合

通
年
会
期
制
実
施
は
31
市
区

基
本
条
例
制
定
は
6
割

〈上〉

市
議
会
の
実
態
調
査

※調査結果を基に本紙作成

※1地方自治法第102条第2項
※2同第102条の2第1項
※過去の調査結果とあわせ本紙作成
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437

49.3

54.6
57.7

60.8

39.7
40.8

48.5 49.6

54.3 53.7

(％)(市区)

(年)

550

(232)

式
の
規
定
に
つ
い
て
も

調
査
し
た
。
規
定
が
あ

る
市
区（
選
択
制
含
む
）

は
6
5
1
市
区
（
80
・

0
％
）
。
根
拠
規
定
は
、

要
綱
や
申
し
合
わ
せ
が

2
9
3
市
区
（
規
定
市

区
の
45
・
0
％
）
、
議

会
基
本
条
例
が
2
8
8

市
（
同
44
・
2
％
）、会

議
規
則
が
44
市
（
同
6

・
8
％
）
だ
っ
た
。

一
問
一
答
方
式
を
実
施
し

て
い
る
の
は
、
7
1
7
市
区

（
88
・
1
％
）
。
実
施
し
た

質
問
の
種
類
は
、
個
人
質
問

が
13
市
区
増
30
市
減
の
7
0

3
市
区
（
一
問
一
答
方
式
実

施
市
区
の
98
・
0
％
、
個
人

質
問
実
施
8
0
3
市
区
の
87

・
5
％
）
。
代
表
質
問
が
16

市
区
増
34
市
減
の
1
9
0
市

区
（
同
26
・
5
％
、
代
表
質

問
実
施
4
0
4
市
区
の
47
・

0
％
）
。
29
年
に
新
た
に
追

加
し
た
項
目
で
は
、
質
疑
が

1
9
3
市
区（
同
26
・
9
％
）、

緊
急
質
問
13
市
（
同
1
・
8

％
）
だ
っ
た
。

近
5
年
の
実
施
状
況
の
推

移
を
表
③
に
掲
載
し
た
。

議
会
基
本
条
例
・
報
告
会

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し

て
い
る
市
区
は
27
市
増
2
市

減
の
4
9
5
市
区
（
60
・
8

％
）
だ
っ
た
。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
て

い
る
市
区
は
34
市
増
39
市
減

の
4
3
7
市
区（
53
・
7
％
）。

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く

議
会
報
告
会
を
開
催
し
た
市

区
は
28
市
増
26
市
減
の
3
7

5
市
区
（
46
・
1
％
）
。
申

し
合
わ
せ
等
に
基
づ
く
議
会

報
告
会
を
開
催
し
た
市
区
は

28
年
か
ら
14
市
増
21
市
減
の

62
市
区
（
7
・
6
％
）
で
、

減
少
し
た
21
市
の
う
ち
8
市

は
、
申
し
合
わ
せ
等
か
ら
議

会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議
会

報
告
会
に
な
っ
た
。

近
5
年
の
制
定
・

開
催
状
況
に
つ
い

て
は
、
グ
ラ
フ
に

ま
と
め
て
い
る
。

議
会
報
告
会
の

主
な
内
容
は
、
報

告
及
び
意
見
交
換

が
46
市
増
46
市
減

の
3
8
6
市
区

（
議
会
報
告
会
開

催
4
3
7
市
区
の

88
・
3
％
）
、
意

見
交
換
の
み
が
14

市
増
14
市
減
の
36

市（
同
8
・
2
％
）、

報
告
の
み
が
1
市

増
8
市
減
の
8
市
区
（
同
1

・
8
％
）
―
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
報
告
の
み
か
ら
減
少

し
た
7
市
、
意
見
交
換
会
の

み
か
ら
減
少
し
た
8
市
が
、

報
告
及
び
意
見
交
換
会
実
施

と
な
っ
た
。
意
見
交
換
会
の

み
で
増
加
し
た
14
市
の
う
ち
、

10
市
が
、
28
年
調
査
で
は
報

告
及
び
意
見
交
換
会
を
実
施

し
て
い
た
。

表③ 一問一答方式実施市区数

【
4
面
か
ら
続
く
】

グラフ 議会基本条例制定、議会報告会開催の
市区数・割合の推移（近5年）

丹
波
篠
山
市
へ
の

改
名
が
決
定

30
年
11
月
18
日
、
篠
山
市

に
お
い
て
、
市
名
を
丹
波
篠

山
に
変
更
す
る
賛
否
を
問
う

住
民
投
票
が
行
わ
れ
（
2
0

6
3
・
4
号
3
面
掲
）
、
投

票
率
は
69
・
79
％
。
改
名
賛

成
が
1
万
3
6
4
6
票
で
反

対
1
万
5
1
8
票
を
上
回
っ

た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
同

27
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
議

会
で
丹
波
篠
山
市
に
変
更
す

る
条
例
案
が
可
決
。
新
元
号

移
行
に
合
わ
せ
今
年
5
月
1

日
の
市
名
変
更
が
正
式
に
決

定
し
た
。

29年

（87.5％）

1市減

（47.0％）

18市減

703市
803市区

190市区
404市区

28年

（89.6％）

18市増

（51.7％）

4市増

720市
804市区

208市区
402市区

27年

（87.4％）

18市増

（51.1％）

5市増

702市
803市区

204市区
399市区

26年

（85.2％）

28市区増

（50.3％）

6市増

684市
803市区

199市区
396市区

25年

（82.0％）

37市区増

（49.2％）

19市増

656市区
800市区

193市区
392市区

年

（割合）

一問一答方式実施前年比

（割合）

一問一答方式実施前年比

一問一答方式実施市区数
個人質問実施市区数

一問一答方式実施市区数
代表質問実施市区数

※かっこの％は各年の個人または代表質問実施市区数に対する一問一答方式実施市区数の割合
※過去の調査結果とあわせ本紙作成

：議会基本条例制定市区数（左目盛）
：議会基本条例に基づく議会報告会開催市区数（左目盛）
：申し合わせ等に基づく議会報告会開催市区数（左目盛）
：議会基本条例制定割合（右目盛）
：議会報告会開催割合（右目盛）

※ の上の数字は議会報告会開催市区数（申し合わせ等と議会基本条
例に基づく議会報告会開催市区数の合算）

※調査対象市区数は25年812市区、26、27年813市区、28、29年814市区
※割合は全て調査対象市区数に対する割合
※過去の調査結果とあわせ本紙作成

（5） 平成31年1月15日 第2071・2号全国市 議 会 旬 報



31
年
度
の
地
方
財
政
対
策

は
、
30
年
12
月
18
日
に
行
わ

れ
た
石
田
真
敏
総
務
大
臣
と

麻
生
太
郎
財
務
大
臣
の
折
衝

で
合
意
し
た
。
地
方
自
治
体

に
配
る
地
方
交
付
税
の
総
額

は
7
年
ぶ
り
の
増
と
な
る
16

兆
1
8
0
9
億
円
（
前
年
度

比
1
7
2
4
億
円
、
1
・
1

％
増
）
で
決
着
。
交
付
税
や

地
方
税
な
ど
を
合
わ
せ
た
一

般
財
源
総
額
は
、
過
去
最
高

と
な
る
62
兆
7
0
7
2
億
円

（
同
5
9
1
3
億
円
、
1
・

0
％
増
）
を
確
保
し
た
。

交
付
税
増
加
な
ど
で
自
治

体
の
財
源
不
足
は
4
兆
4
1

0
1
億
円
（
前
年
度
6
兆
1

7
8
3
億
円
）
に
縮
小
し
、

折
半
対
象
の
財
源
不
足
を
解

消
。
不
足
分
穴
埋
め
の
臨
時

財
政
対
策
債
は
3
兆
2
5
6

8
億
円
（
同
3
兆
9
8
6
5

億
円
）
と
大
き
く
抑
制
し
た
。

個
別
事
項
で
は
、
今
年
10

月
か
ら
実
施
す
る
幼
児
教
育

・
保
育
無
償
化
は
地
方
負
担

分
を
全
額
国
費
の
臨
時
交
付

金
2
3
4
9
億
円
で
対
応
。

森
林
環
境
譲
与
税（
仮
称
）を

財
源
に
実
施
す
る
森
林
整
備

な
ど
の
経
費
2
0
0
億
円
も

新
た
に
計
上
し
た
。「
公
共
施

設
等
適
正
管
理
推
進
事
業

費
」
の
う
ち
、
本
庁
舎
耐
震

化
の
建
て
替
え
事
業
に
交
付

税
措
置
を
す
る
「
市
町
村
役

場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」
は
、

事
業
期
間
は
32
年
度
ま
で
と

す
る
が
、
「
経
過
措
置
と
し

て
32
年
度
ま
で
に
実
施
設
計

に
着
手
し
た
事
業
に
つ
い
て

は
33
年
度
以
降
も
現
行
と
同

様
の
地
方
財
政
措
置
を
講
ず

る
」
と
し
た
。
本
会
が
事
業

期
間
の
延
長
を
要
望
し
て
い

た
も
の
だ
が
、
建
て
替
え
が

事
業
期
間
内
に
間
に
合
わ
な

い
市
に
と
っ
て
、
例
え
ば
31

年
度
に
基
本
設
計
を
し
、
32

年
度
中
に
実
施
設
計
に
着
手

さ
え
す
れ
ば
、
33
、
34
年
度

の
建
設
費
に
交
付
税
措
置
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

朗
報
と
い
え
る
。
総
務
省
自

治
財
政
局
地
方
債
課
は
「
延

長
の
要
望
が
多
い
の
で
、
例

外
的
に
経
過
措
置
を
ア
ナ
ウ

ン
ス
し
た
」
と
し
て
い
る
。

31
年
度
の
地
方
財
政
計
画

の
規
模
は
、
89
兆
2
5
0
0

億
円
程
度
（
前
年
度
比
2
・

7
％
増
程
度
）
で
、
地
方
税

お
よ
び
地
方
譲
与
税
は
42
兆

8
7
5
6
億
円
（
同
2
・
1

％
増
）
。
同
年
度
地
方
債
計

画
は
通
常
収
支
分
が
12
兆
56

億
円
（
同
3
・
1
％
増
）
。

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対

策
」
の
国
直
轄
・
補
助
事
業
、

単
独
事
業
を
計
上
し
た
。

大
臣
折
衝
に
先
立
ち
、
30

年
12
月
17
日
、
山
田
一
仁
会

長
（
札
幌
市
議
会
議
長
）
ら

地
方
六
団
体
の
代
表
は
、
自

由
民
主
党
総
務
部
会
関
係
合

同
会
議
に
出
席
し
、
予
算
折

衝
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

平成31年度地方財政対策等についての共同声明
本日、平成31年度予算案が閣議決定され、地方財政対策が決定
した。
まず、地方税が増収となる中で、地方交付税について前年度を
上回る16．2兆円を確保するとともに、地方の一般財源総額につい
て前年度を上回る62．7兆円を確保し、臨時財政対策債を前年度か
ら0．7兆円抑制したことは、地方六団体の提言に沿ったものであり
高く評価する。
特に、折半対象財源不足を解消するとともに、臨時財政対策債
を大幅に抑制したことは、地方財政の健全化に向けた第一歩であ
る。しかし、依然として巨額の財源不足が解消されていないこと
から、地方交付税の法定率の引上げなど、特例措置に依存しない
持続可能な制度の確立を目指していただきたい。
幼児教育の無償化に係る財源については、国と地方の協議を踏
まえ、平成31年度の地方負担分について臨時交付金（2，349億円、
全額国費）を創設して対応するとしたことは評価する。また、20
20年度以降の地方負担については、地方財政計画の歳出に全額計
上し、一般財源総額を増額確保することとしているが、一般財源
総額の同水準ルールの外枠で歳出に全額計上し、必要な財源を確
実に確保するよう求める。
また、消費税・地方消費税率引上げに伴う自動車税及び軽自動
車税の環境性能割の臨時的軽減による減収について、地方特例交
付金により全額補填するとしたことは、地方財政に配慮されたも
のであり評価する。
さらに、防災・減災、国土強靱化については、政府で取りまと
めた緊急対策に沿って取り組む補助・直轄事業のうち、地方団体
が実施または負担する額として1．2兆円を地方財政計画に計上し
て適切な地方財政措置を講ずるとともに、地方団体が単独事業と
して実施する防災インフラの整備を推進するため、新たに「緊急
自然災害防止対策事業費」3，000億円を計上するなど地方財政措置
の拡充が図られたほか、平成30年度第二次補正予算において、特
別交付税を増額するとともに、重要インフラの防災対策のための
予算を計上したことは、地方の強い要望を反映したものであり高
く評価する。
地方創生については、「まち・ひと・しごと創生事業費」を引
き続き1兆円確保するとともに、「地方創生推進交付金」につい
て、前年度と同額の1，000億円を確保し、新規事業の申請上限数の
見直しなど運用の改善が図られたほか、「わくわく地方生活実現
政策パッケージ」の着実な実行のため、ＵＩＪターンによる起業
・就業者創出のための支援金の仕組みを創設したことに加え、平
成30年度第二次補正予算において、「地方創生拠点整備交付金」
600億円を確保するなど、地方創生の実現に向けた各種の措置を講
じたことを評価する。
地方の未来を切り拓いていくことなくして、日本の未来はない。
国と一体となって「生産性革命」と「人づくり革命」に最優先で
取り組むとともに、地域に雇用を確保し、新しいひとの流れを生
み出すことで地方創生を実現していく所存であり、今後とも地方
税財源の確保・充実が図られることを求める。

平成30年12月21日
地方六団体
全 国 知 事 会 会 長 上田 清司
全国都道府県議会議長会会長 柳居 俊学
全 国 市 長 会 会 長 立谷 秀清
全 国 市 議 会 議 長 会 会 長 山田 一仁
全 国 町 村 会 会 長 荒木 泰臣
全国町村議会議長会会長 櫻井 正人

地
方
交
付
税
7
年
ぶ
り
の
増

一
般
財
源
総
額
過
去
最
高

31年度地財対策

庁
舎
建
て
替
え
は

実
施
設
計
着
手
で
交
付
税
措
置

自民党総務部会関係合同会議の模様

第2071・2号 平成31年1月15日 （6）全国市 議 会 旬 報
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政
府
は
30
年
12
月
21
日
、

31
年
度
予
算
案
を
閣
議
決
定

し
た
。
一
般
会
計
総
額
は
前

年
度
比
3
・
8
％
増
の
1
0

1
兆
4
5
6
4
億
円
で
、
当

初
予
算
の
段
階
で
初
め
て
1

0
0
兆
円
を
超
え
た
。
一
般

歳
出
は
同
5
・
2
％
増
の
61

兆
9
6
3
2
億
円
。
今
年
10

月
か
ら
の
消
費
税
増
収
分
を

活
用
し
た
幼
児
教
育
無
償
化
、

社
会
保
障
充
実
や
、
消
費
増

税
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
平

準
化
に
向
け
た
消
費
者
ポ
イ

ン
ト
還
元
な
ど
「
臨
時
・
特

別
の
措
置
」
、
重
要
イ
ン
フ

ラ
緊
急
点
検
を
踏
ま
え
た

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対

策
」
を
進
め
る
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
で
は
、
復
興
特

別
会
計
歳
出
総
額
2
兆
1
3

4
8
億
円
で
被
災
者
支
援
、

住
宅
再
建
・
復
興
ま
ち
づ
く

り
、
産
業
・
な
り
わ
い
の
再

生
、
原
子
力
災
害
か
ら
の
復

興
・
再
生
に
取
り
組
む
。
基

地
対
策
関
係
予
算
は
、
総
務

省
所
管
の
基
地
交
付
金
・
調

整
交
付
金
が
前
年
度
比
10
億

円
増
の
3
6
5
億
4
0
0
0

万
円
で
要
求
額
満
額
と
な
っ

た
ほ
か
、
防
衛
省
所
管
の
基

地
周
辺
対
策
経
費
は
同
1
6

7
億
9
0
0
万
円
増
の
1
4

4
8
億
5
6
0
0
万
円
（
歳

出
ベ
ー
ス
）
の
所
要
額
が
確

保
さ
れ
た
。

政
府
は
同
日
、
30
年
度
第

2
次
補
正
予
算
案
も
閣
議
決

定
し
、
「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靭
化
」
な
ど
総
額
は
2

兆
7
0
9
7
億
円
。

◇

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
、

参
議
院
議
員
選
挙
と
「
選
挙

の
年
」
。
地
財
対
策
、
政
府

予
算
、
税
制
改
正
と
も
に
、

地
方
重
視
の
姿
勢
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
政
権
の
意
向
が
強

く
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

自
由
民
主
、
公
明
両
党
は

30
年
12
月
14
日
、
31
年
度
税

制
改
正
大
綱
を
決
定
し
た
。

焦
点
の
自
動
車
税
に
つ
い

て
は
、
2
0
1
9
年
10
月
1

日
以
後
に
新
車
新
規
登
録
を

受
け
た
自
家
用
自
動
車
（
登

録
者
）
に
係
る
税
率
を
恒
久

的
に
引
き
下
げ
る
も
の
の
、

こ
れ
に
よ
る
減
収
額
は
、
エ

コ
カ
ー
減
税
や
環
境
性
能
割

の
見
直
し
な
ど
で
財
源
を
確

保
し
、
不
足
額
は
国
税
か
ら

地
方
税
へ
の
税
源
移
譲
に
よ

り
、
全
額
国
費
で
補
填
す
る

と
さ
れ
た
。

本
会
は
第
1
0
5
回
評
議

員
会
で
「
代
替
税
財
源
な
き

車
体
課
税
の
減
税
要
求
に
対

し
て
自
動
車
税
の
根
幹
堅
持

等
を
求
め
る
決
議
」
を
決
め

て
お
り
、
本
会
の
強
い
要
望

が
反
映
さ
れ
た
も
の
だ
。

消
費
税
・
地
方
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
伴
う
需
要
変
動

の
平
準
化
対
策
は
、
環
境
性

能
割
の
臨
時
的
軽
減
が
行
わ

れ
る
が
、
減
収
額
は
地
方
特

例
交
付
金
に
よ
り
、
全
額
国

費
で
補
填
。
地
方
税
財
源
の

確
保
で
、
2
0
3
4
年
度
か

ら
揮
発
油
税
を
地
方
揮
発
油

税
に
税
源
移
譲
し
、
地
方
揮

発
油
譲
与
税
が
増
額
さ
れ
る
。

税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、

税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体

系
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
都

道
府
県
に
対
し
、
法
人
事
業

税
の
一
部
を
分
離
し
て
、
特

別
法
人
事
業
税
（
仮
称
）
と

特
別
法
人
事
業
譲
与
税
（
仮

称
）
が
創
設
さ
れ
る
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
現
行

制
度
堅
持
に
つ
い
て
は
、
今

後
長
期
的
に
検
討
す
る
（
30

年
度
大
綱
と
同
じ
記
述
）
と

し
た
（
決
議
と
大
綱
は
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

政
府
も
21
日
、
閣
議
で
31

年
度
改
正
の
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
大
綱
を
決
定
し
た
。

政
府
は
近
年
激
甚
な
災
害

に
よ
り
、
全
国
で
大
き
な
被

害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
30
年
12
月
14
日
の
閣
議

で
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急

対
策
」
を
決
定
し
た
。

7
月
豪
雨
や
大
阪
北
部
地

震
、
豪
雪
な
ど
、
災
害
で
明

ら
か
に
な
っ
た
課
題
に
対
応

す
る
た
め
▽
防
災
の
た
め
の

重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
維

持
▽
国
民
経
済
・
生
活
を
支

え
る
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機

能
維
持
―
の
観
点
か
ら
、
河

川
や
道
路
、
鉄
道
な
ど
、
特

に
緊
急
に
実
施
す
べ
き
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
対
策
に
つ
い
て
、

3
年
間
で
集
中
的
に
取
り
組

む
と
し
て
い
る
。

▽
石
岡
市
（
茨
城
県
）

〒
3
1
5
―
8
6
4
0

石

岡
市
石
岡
1
―
1
―
1

☎
0
2
9
9
―
2
3
―
5
6

0
0

ＦＡＸ
0
2
9
9
―
2
3
―
5
6

0
1

▽
筑
紫
野
市
（
福
岡
県
）

〒
8
1
8
―
8
6
8
6

筑

紫
野
市
石
崎
1
―
1
―
1

▽
豊
見
城
市
（
沖
縄
県
）

〒
9
0
1
―
0
2
9
2

豊

見
城
市
宜
保
1
―
1
―
1

以
上
2
市
は
電
話
番
号
、
フ

ァ
ク
ス
番
号
は
変
更
な
し

訃
報渡辺

慶
藏
氏
（
釧
路
市
議

会
議
長
）
30
年
12
月
20
日
逝

去
、
70
歳
。
送
る
会
は
同
25

日
、
市
内
で
行
わ
れ
た
。
喪

主
は
子
の
闘
志
人
さ
ん
。

丸
山
敏
彦
氏
（
柏
崎
市
議

会
議
長
）
30
年
12
月
21
日
逝

去
、
82
歳
。
告
別
式
は
同
24

日
、
市
内
で
行
わ
れ
た
。
喪

主
は
子
の
愛
彦
さ
ん
。

1月15日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 54市
施行時特例市 31市
一般市 687市
特別区 23区
計 815

防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
へ

一
般
会
計

初
の
1
0
0
兆
円
超
え

基
地
対
策
は
所
要
額
確
保

緊
急
対
策
が
閣
議
決
定

31
年
度
政
府
予
算

新新
庁庁
舎舎
落落
成成

本
会
の

強
い
要
望
反
映

与
党
税
制
改
正
大
綱
を
決
定
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3311
年年
度度
予予
算算
・・

地地
財財
対対
策策
なな
どど
要要
望望

本
会
の
森
山
享
大
副
会
長

（
桐
生
市
議
会
議
長
）
ら
地

方
六
団
体
の
各
代
表
者
と
、

杉
山
行
男
全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
相
談
役
（
福

生
市
議
会
議
長
）
ら
基
地
関

係
団
体
の
代
表
者
は
30
年
12

月
13
日
、
自
由
民
主
党
本
部

で
開
か
れ
た
、
総
務
部
会
関

係
・
消
防
議
員
連
盟
合
同
会

議
に
出
席
。

地
方
六
団
体
を
代
表
し
て
、

立
谷
秀
清
全
国
市
長
会
会
長

（
相
馬
市
長
）
が
▽
一
般
財

源
総
額
の
確
保
・
充
実
▽
地

方
創
生
の
推
進
▽
社
会
保
障

基
盤
づ
く
り
▽
次
世
代
を
担

う
「
人
づ
く
り
」
▽
防
災
・

減
災
対
策
の
推
進
―
な
ど
31

年
度
予
算
・
地
方
財
政
対
策

等
に
つ
い
て
要
望
し
た
（
地

方
六
団
体
提
出
資
料
、
基
地

協
要
望
は
い
ず
れ
も
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

東
北
部
会
の
部
会
長
市
で

あ
る
山
形
市
は
、
平
安
時
代

に
は
、
す
で

に
出
羽
路
の

主
要
な
宿
駅

の
一
つ
で
、

室
町
時
代
か

ら
地
域
の
政

治
文
化
の
中

心
と
し
て
発

展
し
、
第
11

代
山
形
城
主

最
上
義
光
を
全
盛
期
と
し
て

名
を
は
せ
た
由
緒
あ
る
城
下

町
。
紅
花

（
べ
に
ば

な
）
は
江

戸
時
代
に

西
陣
織
や

化
粧
用
に
加
工
さ
れ
る
貴
重

な
赤
い
染
料
と
し
て
全
国
随

一
の
生
産
を
誇
っ
て
お
り
、

「
山
寺
が
支
え
た
紅
花
文
化
」

は
30
年
度
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
。

山
形
と
い
え
ば
、
蔵
王
の

樹
氷
が
有
名
で
あ
る
。
蔵
王

ス
キ
ー
場
で
は
、
樹
氷
原
の

間
を
縫
っ
て
雄
大
な
滑
降
を

楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
ほ
か
、

変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
が
数

多
く
あ
り
、
単
独
の
ス
キ
ー

場
で
は
日
本
最
大
級
を
誇
っ

て
い
る
。
快
晴
の
日
に
は
遠

く
日
本
海
の
鳥
海
山
（
酒
田

市
）
を
見
る
こ
と
も
出
来
る
。

ま
た
、
東
北
を
代
表
す
る
味

覚
「
芋
煮
」
は
、
屋
外
で
市

民
が
集
う
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
名
高
い
。
昨
年
9
月
16

日
開
催
さ
れ
た
「
第
30
回
日

本
一
の
芋
煮
会
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
は
直
径
6
ｍ
を
超

す
日
本
一
の
大
鍋
「
三
代
目

鍋
太
郎
」
が
お
披
露
目
さ
れ
、

配
食
数
1
万
2
6
9
5
人
分

の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
を
達
成

し
て
い
る
。

季
節
の
行
事

盆
地
、
扇
状
地
と
い
う
特

性
か
ら
寒
暖
差
が
大
き
く
、

良
質
の
水
に
も
恵
ま
れ
た
山

形
市
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
米
、

清
酒
、
そ
ば
、
山
形
牛
な
ど

四
季
折
々
の
豊
か
な
食
に
恵

ま
れ
て
い
る
。
加
え
て
季
節

ご
と
の
多
く
の
行
事
が
ま
ち

を
彩
り
沸
か
せ
て
い
る
。
1

月
は
伝
統
の
「
初
市
」
と
霞

城
公
園
の
冬
花
火
、
2
月
は

樹
氷
祭
り
、
3
月
は
や
ま
が

た
雛
祭
り
、
4
月
は
霞
城
観

桜
会
、
5
月
は
薬
師
祭
植
木

市
、
6
月
は
日
本
一
の
さ
く

ら
ん
ぼ
祭
り
、
7
月
は
紅
花

・
あ
じ
さ
い
祭
り
、
8
月
は

山
形
花
笠
祭
り
、
山
形
大
花

火
大
会
、
9
月
は
日
本
一
の

芋
煮
会
、
10
月
は
山
形
ま
る

ご
と
マ
ラ
ソ
ン
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
祭
と
そ
れ
ぞ

れ
の
季
節
を
ま
る
ご
と
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

議
長
談
話

四
季
折
々
の
自
然
が
豊
か

な
土
地
、
山
形
市
は
、
ス
キ

ー
の
メ
ッ
カ
蔵
王
温
泉
、
慈

覚
大
師
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ

た
山
寺
立
石
寺
を
二
大
観
光

地
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
す
。
季
節
の
果
物
は

も
ち
ろ
ん
、
芋
煮
、
冷
た
い

ラ
ー
メ
ン
、
食
用
菊
の
お
浸

し
な
ど
た
く
さ
ん
の
郷
土
料

理
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
旧

県
庁
舎
・
県
会
議
事
堂
だ
っ

た
「
文
翔
館
」
や
旧
市
立
病

院
済
生
館「
山
形
市
郷
土
館
」

の
ほ
か
、
歴
史
的
建
造
物
も

多
い
中
、
ま
ち
の
交
流
拠
点

と
し
て
、
お
蔵
の
カ
フ
ェ
や

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
オ
ー
プ

ン
。
中
心
市
街
地
の
戦
略
的

な
事
業
と
し
て
、
ま
ち
の
賑

わ
い
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

今
年
4
月
か
ら
中
核
市
と
な

る
山
形
市
は
、
ど
の
季
節
に

お
越
し
い
た
だ
い
て
も
楽
し

む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
る
よ
う

市
議
会
挙
げ
て
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

四季折々の魅力に
あふれるまち
～山形市～

日本一の芋煮会【提供＝山形市】

紹介を受ける杉山基地協相談役

自自
民民
党党
総総
務務
部部
会会

関関
係係
合合
同同
会会
議議紹介を受ける森山本会副会長

観観光光 ググルルメメ ままちちづづくくりり

蔵王スキー場の樹氷【提供＝山形市】

渡邊元山形市議会議長
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